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 沖縄の特殊事情と沖縄振興の仕組み
 沖縄の特殊事情
・歴史的事情
先の大戦における苛烈な戦禍。その後、四半世紀に及
ぶ米軍の占領・統治。

・地理的事情
本土から遠隔。広大な海域（東西 1,000km,南北
400km）に多数の離島。

・社会的事情
国土面積 0.6％の県土に在日米軍専用施設・区域の
70.3%が集中。

・自然的事情
我が国でも稀な亜熱帯・海洋性気候。台風常襲・深刻
な塩害。 など

 国の責務としての沖縄振興
「沖縄振興特別措置法」、同法に基づいて内閣総理大臣
が策定する「沖縄振興基本方針」、同方針に基づいて沖縄
県知事が策定する「沖縄振興計画」に基づいて、沖縄の
振興を実施しています。 
・沖縄振興予算の一括計上
・沖縄独自の一括交付金制度
・他に例を見ない高率補助
・各種特区制度・優遇税制
・沖縄振興開発金融公庫 など

 沖縄振興特別措置法等に基づく高率補助による社会資
本整備を推進してきたことにより、県内の社会基盤は相
当程度発展してきていますが、沖縄県民の生活を支える
とともに産業振興に寄与するため、引き続き必要な整備
を進めていきます。 

令和２年３月 26日に供用を開始した 
那覇空港第二滑走路（那覇市、豊見城市） 

Cabinet Office 

政策統括官（沖縄政策担当）、 
沖縄振興局、沖縄総合事務局 

政策統括官（沖縄政策担当） 

参事官（総括担当） 

参事官（政策調整担当） 

参事官（企画担当） 

参事官（産業振興担当） 

沖縄振興局 

総務課 

参事官（振興第一担当） 

参事官（振興第二担当） 

参事官（振興第三担当） 

参事官（調査金融担当） 

沖縄振興策の基本的枠組み 

参事官（特定事業担当） 

沖縄総合事務局 

沖縄は、歴史的・地理的・社会的に特殊な
事情を抱えています。沖縄担当部局は、こ
れら沖縄の特殊事情に鑑み、沖縄振興特別
措置法等に基づいて、国の責務として沖縄
の振興を実施しています。 

社会資本の整備 

沖縄総合事務局提供 

事業振興室 
沖縄科学技術大学院大学室 

一括交付金 

763 億円 
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令和５年 2月１日に供用を開始した 
 22万トン級のクルーズ岸壁（那覇市） 

令和３年７月 31日に全線暫定２車線開通をした 
名護東道路（名護市） 

 沖縄の実情に即してより的確かつ効果的に施策を展開
するため、沖縄振興に資する事業を県が自主的な選択に
基づいて実施することができる交付金制度（沖縄振興一
括交付金）が設けられています。 
 この交付金は、ソフト交付金とハード交付金に分けら
れます。 

 ソフト交付金
沖縄振興に資するソフト事業などを対象とし、各省に

移替えせずに内閣府で執行する沖縄独自の制度。 
・主な活用事例

離島児童生徒支援センター
（高校のない離島から本島
に進学する生徒の寄宿舎）
（那覇市） 

農林水産物条件不利性解
消事業（沖縄から直近他県
までの輸送コスト相当額
の補助等） 

 ハード交付金
各府省の地方公共団体向け投資補助金等のうち、沖縄

振興に資するハード事業に係る補助金等の一部を一括交
付金化。原則各省に移し替えて執行。 

・主な活用事例

水道広域化施設整備事業
（離島における水道施設の
整備） 

沖縄都市モノレール関連事
業（駅周辺の道路整備、車
両の３両編成化等） 

 東アジアの中心に位置する地理的優位性等を活かした
産業の振興や沖縄の将来を担う多様な人材の育成に取り
組んでいます。 
 また、独自の特区・地域制度を整備し、IT企業の集積・
高度化や物流の活性化などに取り組んでいます。 

 沖縄の特区・地域制度
他県にはない高率の所得控除

を始め、投資税額控除や特別償
却など、各種の税制特例措置を
設けています。 
（例） 
・経済金融活性化特別地区
・情報通信産業特別地区
・国際物流拠点産業集積地域 等

 沖縄の域外競争力強化
先進的又は沖縄の特色を活かし

たものづくり事業や、移入製品の
県内生産に取り組む事業に要する
経費を支援するほか、物流事業者
におけるデジタル化の支援等によ
り輸送コスト低減策の確立を目指
し、製造業等の域外競争力強化を
図っています。 

 沖縄型産業中核人材育成・活用事業
業界ごとに必要とする専門的

知識・技能等に応じた人材育成
カリキュラムを開発し、研修を
行っています。
また、県内の中小・中堅企業

に対して官民共同の伴走型の支
援を行っています。 
これらの取組により、産業全

体の生産性向上を図っていきま
す。 

沖縄振興一括交付金 

産業の振興 
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 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業
沖縄における脱炭素に向

けた取組を加速するため、
クリーンエネルギーの導入
や離島の再エネ化に関する
実現性についての調査や導
入に関する実証事業を実施
しています。

 新たな沖縄観光サービス創出支援事業
沖縄の観光産業の収益力向上を

図るため、人手不足解消等に資す
る先進的な DX の支援、デジタル
技術を活用した自然・歴史・文化
などの観光コンテンツの作成、長
期滞在型の観光サービスの開発支
援等を実施しています。 

 沖縄型スタートアップ拠点化推進事業
スタートアップ・エコシステムの構築に向けて、県内

のスタートアップ集積拠点でのスタートアップ支援の取
組やスタートアップによる研究開発、地域課題を抱える
県内自治体とスタートアップをマッチングし実証実験を
行う支援等を実施しています。 

 生産基盤の整備
台風や干ばつなど厳しい気象条件の中においても生産

性の高い農業が実現できるよう、地下ダム、かんがい排
水施設、ほ場整備等を支援しています。 

さとうきび  マンゴー
 沖縄黒糖販売力強化支援事業
黒糖（含蜜糖）製造事業者の販売・保管調整部門の強

化を図り、黒糖の販売力強化を推進することで、黒糖製
造事業者の経営力強化を支援しています。 

八島黒糖 
（伊平屋島・伊江島・粟国島・多良間島・西表島・小浜島・与那国島・波照間島
の黒糖） 
（写真提供：沖縄県黒砂糖工業会） 

■ 農林水産物・食品の販売力強化支援事業
沖縄県内の農林水産業者や食品製造業者と観光業者等

をつなぐことで、県産農林水産物の域内流通強化を図る
とともに、販売力強化のための課題解決に向けた取組を
支援している。 

バニラの生産状況 スギの養殖状況

 琉球泡盛海外輸出プロジェクト
琉球泡盛の海外展開を促進するため、「琉球泡盛テロワ

ールプロジェクト」、「酒蔵ツーリズム」など、官民一体
となった取組を推進しています。 

沖縄の水田   甕入りの琉球泡盛 

 県土の均衡ある発展を図るため、沖縄の北部地域にお
いて、産業の振興や定住条件の整備に資する事業を支援
しています。 

沖縄北部地域救急・救助ヘリ運航事業（北部広域市町村圏事務組合）（左）
水納港港湾改修（本部町）（右） 

離島市町村が、それぞれの地域の実情に応じて実施す
る条件不利性の克服・地域の持続可能性の維持向上に向
けた事業等を支援しています。 

定住促進住宅の整備   (北大東村(北大東島)ほか９市町村) (左) 
植物コンテナ、野菜工場の整備(南城市（久高島）ほか４市村) (右) 

離島の活性化 

北部地域の振興 

農業の振興 

観光DX
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 沖縄の将来を担うこども達の深刻な貧困の状況に緊急
に対応するため、就学援助などの支援につなげる支援員
の配置（117人）や、生活支援・学習支援等を行う居場
所の運営（173箇所）を集中的に実施しています。 

居場所の様子 

 返還される米軍基地の跡地の利用は、今後の沖縄の振
興において極めて重要です。 
 跡地利用特措法に基づいて地方公共団体等による土地
の先行取得を促すとともに、関係市町村における跡地利
用計画等の検討や埋蔵文化財調査に係る体制強化を支援
するなど、跡地利用を推進しています。 

 西普天間住宅地区跡地
平成 27年に返還された「西普天間住宅地区跡地」（宜

野湾市）において、琉球大学医学部及び同大学病院の移
設を中心とする「沖縄健康医療拠点」の形成を推進して
います。 

移設先での大学病院整備状況 
(令和６年３月)(宜野湾市) 

 世界最高水準の科学技術に関する教育研究を行うこと
により、沖縄の振興と自立的発展、世界の科学技術の発
展に寄与することを目的として、平成 24 年 9 月に開学
しました。最先端の教育研究を進めるとともに、その中
で沖縄の特性を生かした研究や地元企業と連携した共同
研究、研究成果を事業化したスタートアップの創出等、
産学連携を含む沖縄振興に係る取組を行っています。令
和４年には、スバンテ・ペーボ教授がノーベル生理学・
医学賞を受賞しました。 

タンパク質を解析している様子   キャンパス外観（恩納村） 

 令和元年10月の火災により焼失した首里城について、
令和４年 11 月に正殿の本体工事に着工しました。正殿
の令和８年秋の復元に向けて政府として責任を持って取
り組みます。 

焼失前の首里城正殿（那覇市） 首里城正殿の復元整備状況 
（令和 5年 12月 25日現在） 

 沖縄には多種多様な魅力を有する 41 市町村があり、
その魅力を全国に柔らかく発信することを目的に Web
サイト「OKINAWA41」を運営しています。

フォトコンテストシーズン８最優秀作品（左）
かりゆしデザインコンテスト 2023最優秀作品（右）

内閣府沖縄担当部局ホームページ等でも沖縄政策などの
情報を順次、発信しています。是非、御覧ください。 

 内閣府ホームページ（沖縄政策）
https://www8.cao.go.jp/okinawa/

 内閣府沖縄担当 X
https://x.com/cao_okinawa

 沖縄の魅力 PRサイト「OKINAWA 41」
https://www.okinawa41.go.jp

こどもの貧困対策事業 

沖縄科学技術大学院大学（OIST
オイスト

）

「OKINAWA41」（おきなわよんじゅういち） 

首里城の復元に向けた取組 

基地跡地利用の推進 
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